
22 
 

      
         

１．２０１８年（平成３０年）度を振り返って 

 ２０１９年（平成３１年）４月１日から２０１９年（平成３１年）度が始まったかと思ったら、この号を

発刊する４月２１日から１０日後には平成３１年は終わり新元号の  になります。やっと決ま

った感が有りますね！皆様新元号はいかがですか。お気に召したでしょうか！ 

 ２０１８年度を少しだけ振り返ってみると、気候・自然災害面では、史上最速の関東の梅雨

明け、猛暑・激暑、地震（大阪北部、北海道胆振東等）、エルニーニョ現象によるものか暖冬

（三浦大根なんかは生育が良すぎて廃棄処分が多くなったりと異常が多々出ている）等が 

ございました。 

スポーツでは大リーグの大谷選手、テニスの大坂選手の活躍が大変目立ちましたが、ス

ケートフィギュア、卓球、バトミントン等大変層が厚くなってきた感があります。東京オリンピ

ックに向けて今後の活躍が楽しみです。逆に、相撲やアメフト、レスリング、ボクシング、体操

界では残念な話題が多かったですね。 

政治の世界では、国の健全運営を論ずるよりも、不正、不祥事、失言といったことへの互

いの足の引っ張り合い状態が現在も続いております。不祥事でも「統計問題」は協会事務

をやっている上で良く統計データを使用するのですが残念です。日本の統計データは信

用性が結構あったのですがお隣の国のことを言えなくなりました。 

今年度最後の方（２月２７－８日）で米朝首脳会談がハノイで行われ物別れに終わりまし

たが今後どうなるでしょうか。 

まあ結構なことが多々有りました。このくらいにしておきます。 

 我々が携わる塗料・塗装業界の一つの指標となる経産統計データ２０１８年（暦年）が２月

に公表されましたのでこの中からいつもの様に全塗料・粉体塗料の生産量及び販売量につ

いて報告させていただきます。 

（2013 年-2018 年粉体塗料生産量及び販売量、全塗料の生産量及び販売量、シンナー生産

量及び販売量、シンナー抜きの全塗料生産量及び販売量データは番外として冊子の最後

に参考１として入れていますのでご覧下さい） 

全塗料（シンナー含）生産量は２００８年のリーマンショック以前は１９０万トン前後で推移、リ

ーマンショックで２００９年は約１５０万トンまで減少、その後１６０万トン台で推移、２０１８年は対

前年比で９８．８％とほぼ年間１６５万トンペースです。（グラフ１及び番外の表を参照） 

その様な中、粉体塗料はリーマンショック前まで３万トン超あった生産量がリーマンショッ

クで２．６万トンまで減少、その後は２０１１年の東北大震災も乗り越え徐々に増加して２０１４年

には過去最高の３．７８万トンまで増加。２０１８年は対前年比１０６．７％と健闘しましたが、２０１４

年には若干及びませんでした。（グラフ１及び番外の表を参照） 

☆２０１４年当時は発注から納入まで最悪３－４ヵ月という話も伺ったことがありますが、 

組 合 便 り  
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２０１８年は遅れ気味は確かですが２０１４年よりは良くなっている感はあるようです。 

塗料販売量から見ると、全塗料はリーマンショック前までは２００万トン前後で推移、リーマ

ンショックで１６４万トンまで減少、その後１７０万トン前後で推移し、２０１５年以降は１７５万トンを

超え、２０１８年は対前年比１００．１％とほぼ１８０万トン弱のペースを維持し続けています。（グ

ラフ２及び番外の表を参照） 

粉体塗料はリーマンショックまで３．７－４万トンで推移していたが、リーマンショックで３．１

万トンまで減少、その後徐々に増加して２０１５年は４．７７万トンと過去最高であった。２０１８年

は対前年比１０５．２％と過去最高を更新しましたが、５万トン超えは持ち越されました。（グラ

フ２及び番外の表を参照） 

全塗料的には増えない中、粉体塗料は環境に優しい塗料として健闘、今後も溶剤系塗料

からの切り替えで水性樹脂系塗料と共に増加して行くものと考えます。 

 番外の表をご覧になっていただければわかるのですが、シンナーの生産量・販売量が耐

前年比１０１．６，１０１．５％とそれぞれわずかですが増加しています。これに伴いシンナー抜き

の全塗料は対前年比で生産量９７．７％、販売量９９．５％となってしまいます。 

☆環境面を考えるとシンナーが増えるというのはいかがなもんでしょうかね！ 

 中国及び欧州は環境規制が大変厳しくなっており、粉体塗料や水性塗料の方にシフトが 

進んでいます。日本は環境規制が厳しくなった様でまだまだの状況です。中国・欧州におけ

る粉体塗装及び技術が日本よりずっと先に先に行ってしまうのではないか心配です。 

 

 
                   （折線：全塗料 棒：粉体塗料） 
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グラフ１：粉体塗料生産量と全塗料生産量の推移 暦年（万トン） 
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（折線：全塗料 棒：粉体塗料） 

生産量と販売量の差 （トン） 

   

  ☆ Ｈ２７より差が約倍増、以降１２０００ｔ付近で推移。 
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グラフ２：粉体塗料販売量と全塗料販売量の推移 暦年（万トン） 
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２．２０１９年（平成 3１年）１月－３月の主な組合活動報告 

（日本パウダーコーティング協同組合活動報告） 

１） １月２３日 パウダー協第９４回理事会及び２０１９年（平成３１年）賀詞交歓会 

  経済産業省 町田課長補佐様、全国中小企業団体中央会 佐久間事務局次長様他 

２１名のゲストをお迎えし、総員７３名で行われました。 

    

    年賀の挨拶をされる渡邊理事長             会場風景（挨拶中） 

 

  ２） １月２０日 パウダーコーティング誌２０１９年新年号を発刊。 

    巻頭言     新年のご挨拶  ＩＰＣＯ 理事長 窪井 要氏 

        省エネ（２）  カワイＥＭＩ 代表（ＰＣ誌編集委員長）  河合 宏紀氏   

    海外便り   中国の工業用塗装に影響を及ぼす環境規制 

      日本ペイント・インダストリアルコーティングス㈱（ＮＰＩＵ）部長 中村 卓志氏他 

   ３) ２月２６日 粉体塗装研究会 ２０１９（平成３１）年第一回目セミナー ５３名 

    １．基礎講座 「流動浸漬塗装」 ２．ノードソン㈱の塗装機とシステム（仮題） 

    ３．廃棄粉体塗料のリサイクルに関して 

  ４） その他組合関係 

   ① １ 月１０日 ＪＡＰＣＡ Ｒｏｏｋｉｅｓ第２回会合＆新年会（東京） １１名 

   ② ３月１１日 ヤマトプロテック㈱研究所訪問（茨城）  

   ③ ３月１２日 第１回海外研修ツアー幹事会  

   ④ ３月１３日 クオリコート委員会（軽金属製品協会にて）  

   ５） 関係団体・関係会社等の総会・セミナー等 

   １月 

       ① ８ 日  一社）日本塗料工業会 賀詞交歓会 

    ② ８ 日 中部賀詞交歓会（名古屋） 写真有り 

    ③ １７日  スマート工場ＥＸＰＯ（㈱ヒバラコーポレーション様他出展）  

    ④ ２１日  外国人受け入れ説明会第２回目 （経産省） 
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    ⑤ ２９日 ＩＰＣＯカンファランス準備及びＩＰＣＯ Ｓｔｕｄｙ（都産研にて） 

    ⑥ ３１日  ＡＳＴＥＣ （ビックサイト） 

      ２月  

① ８ 日  ㈱板通賀詞交歓会 

    ② １４日  ＩＰＣＯ 理事会(高橋理事出席) 高橋理事はＩＰＣＯ副理事長 

    ③ 14 日 旭サナック㈱ＵＴＳセミナー（東京会場） 

    ④ １５日 東京工業塗装協同組合賀詞交歓会  

    ⑤ ２３日 神奈川工業塗装まつり（神奈川工業塗装協同組合主催、横浜にて） 

   ３月 

    ① １ 日  ものづくり大学勉強会及びＡＢＡ総会（大宮にて） 写真有り 

       ② １１日  ヤマトプロテック㈱中央研究所を臨時実験会にて訪問  

    ③ １３日 クオリコート委員会（軽金協にて） 

    ④ １４日 ＩＰＣＯ Ｓｔｕｄｙ（塗料報知にて） 

    ⑤ ２２日  神奈川工業塗装まつり表彰式（横浜にて）   

         ＊ ＩＰＣＯ 一社）国際工業塗装高度化推進会議  

             ＊ ＡＢＡ アルミニウム合金材料工場塗装工業会 

  ２０１９中部賀詞交歓会 

   

       来賓紹介にて        抽選にあたった㈱桂精機製作所萩原氏と会場風景 

  

 ◇ 組合員入退会 

   ・ ご入会 

 株式会社大瀧商店 649-6421 和歌山県紀の川市田中馬場 127-7 

          TEL: 0736-77-7449 FAX: 0736-77-7549  

               代表者 代表取締役 大瀧 吉宏氏  3/25 付 

          大阪（関西）支部  廃棄物処理業   

・ ご退会 

 オーエム工業株式会社  大阪（関西）支部  ３/３１付 
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  ◇ 会員企業名の変更 

日鉄住金防蝕株式会社 ⇒ 日鉄防食株式会社  4/1 より 

  IPPON STEEL ANTI-CORROSION CO.,Ltd.  https://acc.nipponsteel.com/ 

 ちなみに、新日鐵住金㈱ ⇒ 日本製鉄㈱に４/１より変更 

 

３．消化設備実験会にてヤマトプロテック㈱中央研究所を訪問 

  2019 年 3 月 12 日午後、茨城県稲敷郡河内町にあるヤマトプロテック㈱中央研究所を 

 訪問させていただき、各種消火設備の実験会に参加させていただきました。 

 同研究所は成田から竜ヶ崎、江戸崎に向かう長豊街道沿いにあるＹのマークのある瀟洒 

な建物が目印です。 

① 同社との接点 ： 

 2016 年 11 月に当協会海外視察研修をベトナム・ホーチミンで実施した時に同社ベトナ 

ム工場（ＹＰＶＮ）を訪問・見学させていただきました。  

    

② 今回の実験会に関して（写真撮影は禁止でしたので内容はホームページ関係アドレス

にてご確認下さい） 

 ⅰ） マイクロフォグ消火試験（試験は通常のスプリンクラーと比較にて実施） 

   バットの中に実際にシンナーを入れ、火を点けた状況で、スプリンクラーとマイク 

ロフォグによる消火試験が行われた。スプリンクラーの水では火が消えず逆に火 

の手が強くなる状況でした。マイクロフォグによる消火は同じ水を使用するのに、 

それもスプリンクラーで使用する 1/10 程度の水で消火したのには驚きました。 

マイクロフォグ侮れませんね。（水蒸気により酸素の供給を遮断し、冷却して消火 

するシステムとのことです） 

https://www.yamatoprotec.co.jp/products/syokasetsubi/microfog/ 

（取付けの場合は、船舶以外は法令設備を備え付けた上での自主設備としての活 

用が必要） 

ⅱ） 泡消火設備・開放型ヘッドによる消火試験 

  スプリンクラーのノズルに付けた開放型ヘッドの使用による泡消火でこれも実際 

にシンナーに火を点火しての試験でしたが、泡が燃焼面を覆う窒息効果で良く消 

https://acc.nipponsteel.com/
https://www.yamatoprotec.co.jp/products/syokasetsubi/microfog/
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えることがわかりました。消防ポンプによる泡消火の時と同じ原理なのでこれは 

良く理解できました。 

https://www.yamatoprotec.co.jp/products/syokasetsubi/foam/ 

  ⅲ） エアロゾル消火装置によるＫ/ＳＭＯＫＥ消火試験 

    エアロゾル ： コロイドの一種で、気体の中に微粒子が多数浮かんだ状態を指

し、要は煙とのこと。 

    昨年 9 月に上市された新商品で、小規模な密閉空間の消火装置として最適との

ことで、環境にも人にも安全とのことです。 

    実際に密閉された小規模空間の中で消火実験が行われたが結構な速さで消火 

    されたのにはびっくりさせられました。 

    詳しい内容は下記からご覧いただければと思います。 

    https://www.yamatoprotec.co.jp/news/52177/     

https://www.yamatoprotec.co.jp/products/syokasetsubi/KSM-100NB/46652/ 

 ☆スプリンクラーを含む同社消火設備等につきましては下記アドレスからご覧ください。 

   https://www.yamatoprotec.co.jp/products/syokasetsubi/ 

 

          

                       ヤマトプロテック㈱研究所玄関口にて 

 

 

 

 

 

https://www.yamatoprotec.co.jp/products/syokasetsubi/foam/
https://www.yamatoprotec.co.jp/news/52177/
https://www.yamatoprotec.co.jp/products/syokasetsubi/KSM-100NB/46652/
https://www.yamatoprotec.co.jp/products/syokasetsubi/
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表紙解説
表紙絵画：小島輝夫
表紙写真
「桜と甲斐駒ヶ岳」
　JR中央線の穴山から小淵沢にかけて桜の時期は、山
と桜をテーマとした被写体は豊富です。最良の桜の状
態と、また山を絡めて撮影するのは天候に左右されて
なかなか思うようには行きません。この時もすでに桜
は散り始めていましたが、盛りを過ぎた白い花弁と
散った後の赤いがく弁の桜はなんとは無く色っぽく感
じました。



 
 

 
 
       
   
場所 ： 福岡県飯塚市幸袋３００  という飯塚市からも少し離れた田舎田舎した所です。

（古くは嘉穂郡幸袋町でしたが１９６３年に合併して飯塚市の一部となりまし

た）  実は事務局である小生の家がある所で、ここから歩いて１０分かかり

ません） 

 
今年の２月の３連休に福岡の方に帰省した折に、初めて同所を訪問致しました。あまりに

も近すぎて見慣れており訪問する機会を逸しておりました。 
この様な古き建物にご興味ある方は田舎で大変不便な所ですが、福岡を訪ねた折にどうぞ

足を延ばしてはいかがでしょうか！写真はその時に撮影したものです。 
当日は飯塚雛（ひいな）のまつりで「圧巻！炭鉱王の座敷雛」として飾り付けされてまし

た。（今年は２/２～３/２６） 
 
【旧伊藤伝右衛門邸】 

 旧伊藤伝右衛門邸は、筑豊の炭鉱王と呼ばれた伊藤伝右衛門と歌人柳原白蓮が過ごした邸

宅です。（ご存知の様に白蓮は大正天皇の従妹にあたります） 

アールヌーヴォー調のマントルピース、イギリス製のひし形のステンドグラスのある応接間、一畳

たたみを敷き詰めた長い廊下等様々な芸術的技法を取り入れ、伊藤伝右衛門が妻白蓮の為に

と改築を続けた歴史的建造物です。 

 この建物は彼の死後一度売却され、数年前には取り壊しなどの方針も検討されておりました

が、文化遺産として存続を求める飯塚市民の署名運動などによって飯塚市に譲渡が決まり、1

年余りの補修を経て、現在一般公開されています。 

 伊藤伝右衛門は明治、大正、昭和にかけて当時石炭エネルギー供給地日本一の場所であっ

た筑豊地域で「筑豊御三家」と呼ばれた麻生、貝島、安川に続いた炭鉱王でした。 
この大邸宅は新飯塚駅から遠賀川沿いに北上した長崎街道沿いに位置しており、日本庭園に 

面して４つの棟と３つの土蔵からなる、まるで御殿のような豪華さを放っています。敷地面積は 

約 7570平方メートル、建物延床面積約 1020 平方メートルです。 

 

また、飯塚市には大正１０年にできた嘉穂劇場（当時は㈱中座で昭和６年に嘉穂劇場とし

て再建）があります。ここでは「猫たちの雛祭り」が行われてました。歌舞伎や全国座長 
さん達の中では有名な場所です。飯塚は福岡市、北九州市、久留米市に次ぐ人口４番目の

町ですが田舎です！炭鉱華やかな時期は羽振りが良かったのですがね。私が田舎に戻りま

した折にはぜひともお寄りください。 

番外（地方歩き）  



 
 

  
      旧伝右衛門邸表門付近              玄関入り口付近 

  

     マントルピースのある応接室            座敷雛【平安の夢】 

  

        廊下の吊るし雛                庭から見た母屋 

  

           庭            近隣（5km 程度）の嘉穂劇場（飯塚市飯塚 5-23） 

【嘉穂劇場】  1 階席 450 - 800 名; 2 階席 300 - 400 名 約 1,200 人 
       建物は国の登録有形文化財 Kaho Theater. 
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